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長期増分費用方式を用いた接続料算定の在り方について，別紙のとおり意見を提出いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙）

　　　　　　　長期増分費用方式を用いた接続料算定の在り方に関する意見

１　長期増分費用モデルを用いた接続料算定について

　（１）き線点遠隔収容装置の帰属について

　　　　長期増分費用モデル研究会報告書では，き線点遠隔集線装置を加入者交換機費用に帰属するケースＡと，端末回線費用に帰属するケースＢが示されていますが，当該装置の費用はＮＴＳ（non traffic sensitive）な費用であるため，接続料算定においてはケースＢをもとに検討すべきであると考えます。

（２）施設設置負担金の扱いについて

　　　長期増分費用モデル研究会報告書においても検討の必要性が示されていますが，付加機能使用料及び施設設置負担金に関しては，ユーザーと接続事業者から二重のコスト回収とならないようにすべきと考えます。

　　　また，施設設置負担金を端末回線コストから控除することにより，ケースＢの場合でも基本料の値上げの可能性が小さくなるのではないかと考えます。

２　ユーザー料金との関係について

　　指定電気通信設備の接続料は，当該設備を設置する事業者のユーザー料金と密接な関係にあると考えます。例えば，あるサービスのユーザー料金がそのサービスの接続形態に接続料を適用して算出した額よりも低い場合には，反競争的料金であると考えられます。

　例：ＩＳＤＮサービスのユーザー料金と現行接続料金

　　　定額型割引サービスのユーザー料金と接続料

　　したがって，ユーザー料金の設定時に十分検証が必要であると同時に，接続料の設定においても接続事業者が不利とならないよう考慮すべきであると考えます。

３　ＧＣ接続料金の低廉化と市内網への競争促進について

　　現在，市外通信サービスにおいては競争が進んでいると思われますが，市内通信サービスにおいては競争が一部の地域に限られており，十分な競争状態であるとは言えません。

　　また，インターネットの一層の普及を図るため，ダイヤルアップ接続によるインターネット接続時の通信料も低廉化することが重要です。

　　このため，ＧＣ接続料金は極力低廉化する必要があると考えます。また，競争事業者に自ら設備を設置してＧＣ接続を行なうインセンティブを与えることで，競争事業者のネットワークを拡大し，市内網への競争を促進するような適正な接続料金があるのではないかと思われます。

　　このような接続料の検討が行われることを希望いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

